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干
宝
『捜
神
記
』に
お
け
る
「妖
」の
思
想 

角 

田 

達 

朗 
 

『
捜
神
記
』
は
晋（

１
）

の
干
宝
撰
。
当
初
三
十
巻
で
あ
っ
た
が
、
宋
代
に
散
佚
し
た
。

現
在
、
二
十
巻
本
・
八
巻
本
・
敦
煌
本
と
い
う
三
種
の
版
本
が
伝
わ
る
が
、
八
巻

本
と
敦
煌
本
は
干
宝
の
原
著
と
は
ほ
ぼ
無
関
係
、
二
十
巻
本
は
お
お
よ
そ
他
書
に

お
け
る
引
用
に
拠
っ
て
明
人
が
復
元
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
二
十

巻
本
に
も
干
宝
没
後
の
出
来
事
を
含
む
等
の
難
点
が
あ
り
、
そ
の
復
元
が
粗
略
で

あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
汪
紹
楹
校
注
『
捜
神
記
』
（
中
華
書
局
中
国
古
典
文

学
基
本
叢
書 

一
九
七
九
年
九
月
）
は
二
十
巻
本
の
す
べ
て
の
条
に
つ
い
て
他
書

に
『
捜
神
記
』
か
ら
と
わ
か
る
形
で
引
用
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
『
捜
神
記
』
の

前
後
に
同
様
の
内
容
を
記
録
す
る
典
籍
が
存
在
す
る
か
否
か
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
『
捜
神
記
』
の
佚
文
を
集
録
し
た
労
作
で
あ
る
。
本
稿
は
汪
氏
に
よ
り
原
著

に
あ
っ
た
と
確
認
さ
れ
た
条
の
み
を
選
ん
で
考
察
を
行
う
こ
と
と
し（

２
）

、『
捜
神
記
』

か
ら
の
引
用
も
汪
氏
校
注
本
に
よ
る
。
た
だ
し
、
他
書
の
引
用
が
必
ず
し
も
精
確

な
転
写
で
は
な
く
、
大
幅
な
省
略
も
ま
ま
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。 

次
に
、
『
捜
神
記
』
の
著
者
の
経
歴
を
『
晋
書
』
干
宝
伝
に
拠
っ
て
記
し
て
お

く
。
干
宝
は
学
才
を
買
わ
れ
て
著
作
郎（

３
）

と
な
り
、
杜
弢
の
乱
の
平
定
に
功
績
が
あ

っ
て
関
内
侯
の
爵
位
を
賜
っ
た
。
当
時
中
書
監
だ
っ
た
王
導
が
元
帝
に
上
疏
し
て

史
官
の
設
置
を
進
言
し
た
際
、
干
宝
を
国
史
編
纂
の
担
当
者
に
推
挙
し
た
。
家
が

貧
し
い
こ
と
を
理
由
に
願
い
出
て
山
陰
令
に
補
せ
ら
れ
、
始
安
太
守
に
昇
進
し
、

王
導
の
要
請
に
よ
り
司
徒
右
長
史
と
な
り
、
散
騎
常
侍
に
昇
進
し
た
。
『
晋
紀
』

二
十
巻
は
、
簡
潔
で
直
截
で
あ
り
な
が
ら
委
曲
を
尽
く
し
て
い
て
、
誰
も
が
「
良

史
」
と
称
え
た
。
身
近
に
不
思
議
な
事
件
が
二
つ
起
こ
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に

「
古
今
神
祇
霊
異
人
物
変
化
」
を
編
集
し
て
『
捜
神
記
』
を
著
し
た
。
京
房
や
夏

侯
勝
ら
の
易
解
釈
に
傾
倒
し
、
『
周
易
』
『
周
官
』
の
注
を
作
り
、
『
春
秋
左
氏

義
外
伝
』
を
著
し
た
。
干
宝
の
著
作
は
雑
文
集
も
含
め
、
い
ず
れ
も
広
く
読
ま
れ

た
。 『

晋
書
』
干
宝
伝
に
収
録
さ
れ
る
『
捜
神
記
』
序
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

雖
考
先
志
於
載
籍
、
収
遺
逸
於
当
時（

４
）

、
蓋
非
一
耳
一
目
之
所
親
聞
覩
也
、

亦
安
敢
謂
無
失
実
者
哉
。
衛
朔
失
国
、
二
伝（

５
）

互
其
所
聞
。
呂
望
事
周
、
子

長
存
其
両
説
。
若
此
比
類
、
往
往
有
焉
。
従
此
観
之
、
見
聞
之
難
一
、
由
来

尚
矣
。
夫
書
赴
告
之
定
辞
、
拠
国
史
之
方
策
、
猶
尚
若
茲
。
況
仰
述
千
載
之

前
、
記
殊
俗
之
表
。
綴
片
言
於
残
闕
、
訪
行
事

（
６
）

於
故
老
、
将
使
事
不
二
迹
、

言
無
異
途
、
然
後
為
信
者
、
固
亦
前
史
之
所
病
。
然
而
国
家
不
廃
注
記
之
官
、

学
士
不
絶
誦
覧
之
業
、
豈
不
以
其
所
失
者
小
、
所
存
者
大
乎
。
今
之
所
集
、

設
有
承
於
前
載
者
、
則
非
余
之
罪
也
。
若
使
采
訪
近
世
之
事
、
苟
有
虚
錯
、
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願
与
先
賢
前
儒
分
其
譏
謗
。
及
其
著
述
、
亦
足
以
明
神
道
之
不
誣
也
。 

書
物
に
よ
っ
て
過
去
の
記
録
を
調
査
し
、
当
時
を
知
る
人
々
か
ら
逸
事
を
収

集
し
た
も
の
の
、
所
詮
は
自
分
の
耳
目
で
直
接
見
聞
し
た
も
の
で
は
な
い
か

ら
、
事
実
で
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
断
言
は
で
き
か
ね
る
。
衛
の

恵
公
が
国
を
失
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
『
春
秋
』
の
二
伝
は
異
な
る
伝
聞
を

記
し
て
い
る
。
太
公
望
が
周
に
仕
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
司
馬
遷
は
二
つ
の

異
説
も
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
類
は
往
々
に
し
て
あ
る
。
こ
こ
か
ら
考
え

れ
ば
、
見
聞
を
統
一
す
る
こ
と
の
困
難
は
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

書
式
の
定
ま
っ
た
赴
告
文
に
よ
る
『
春
秋
』
、
各
国
の
史
官
の
残
し
た
記
録

に
基
づ
く
『
史
記
』
で
す
ら
、
こ
の
有
様
で
あ
る
。
ま
し
て
遥
か
に
遠
い
昔
の

事
や
、
習
俗
を
異
に
す
る
地
方
の
様
子
を
記
述
す
る
と
な
れ
ば
尚
更
で
あ
る
。

書
物
の
残
簡
か
ら
わ
ず
か
な
記
載
を
集
め
て
綴
り
合
わ
せ
、
古
老
を
訪
ね
当

て
て
往
事
の
伝
承
を
聴
き
取
り
、
物
事
に
も
言
葉
に
も
異
説
異
論
の
余
地
が

無
い
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
で
よ
う
や
く
信
憑
性
の
あ
る
記
録
と
な
る
が
、
そ

れ
こ
そ
ま
さ
に
以
前
か
ら
歴
史
家
た
ち
が
苦
労
し
て
き
た
所
な
の
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
朝
廷
が
史
官
を
廃
止
せ
ず
、
学
者
も
読
書
学
問
を
続
け
て

き
た
の
は
、
書
物
に
誤
り
が
少
な
く
、
事
実
が
多
い
か
ら
に
ほ
か
な
る
ま
い
。

今
私
が
集
め
た
も
の
に
、
も
し
も
先
行
文
献
の
誤
り
を
踏
襲
す
る
部
分
が
あ

る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
私
の
罪
で
は
な
い
。
も
し
も
近
年
の
事
を
採
録
し
た

中
に
虚
偽
や
誤
謬
が
含
ま
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
優
れ
た
先
学
た
ち
と
非
難

を
分
か
ち
合
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
私
の
著
述
し
た
所
に

つ
い
て
は
、
や
は
り
神
秘
的
原
理
の
実
在
を
証
明
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。 

事
実
を
確
定
す
る
こ
と
の
困
難
を
連
綿
と
綴
っ
て
い
る
の
は
、
史
官
と
し
て
の

苦
労
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
『
晋
紀
』
に
で
は
な
く
『
捜
神
記
』
に

付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
干
宝
に
と
っ
て
は
『
捜
神
記
』
も
ま
た
徹
底

し
た
事
実
探
求
の
所
産
で
あ
り
、
史
書
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
こ

に
は
更
に
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
干
宝
は
事
実
を
確
定
す
る
こ
と
の
困
難
を

言
い
、
『
捜
神
記
』
の
記
事
に
も
「
失
実
者
」
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
は
言
い
切

れ
な
い
と
し
な
が
ら
、
一
方
で
自
ら
著
述
し
た
部
分
は
「
神
道
之
不
誣
」
を
証
明

す
る
に
足
る
と
断
言
し
て
も
い
る（

７
）

。
そ
も
そ
も
事
実
を
確
定
す
る
こ
と
に
す
ら
困

難
が
付
き
ま
と
う
の
に
、
不
可
視
の
原
理
が
な
ぜ
証
明
で
き
る
の
か
。
そ
こ
に
は

論
理
の
飛
躍
が
あ
る（

８
）

。
朝
廷
が
史
官
を
廃
止
せ
ず
、
学
者
も
読
書
学
問
を
続
け
て

い
る
と
い
う
既
成
事
実
は
、
単
に
事
実
に
つ
い
て
の
既
成
観
念
が
強
固
で
あ
る
が

ゆ
え
か
も
し
れ
ず
、
到
底
「
神
道
之
不
誣
」
を
保
証
す
る
も
の
と
は
な
り
得
な
い
。 

『
捜
神
記
』
編
纂
の
目
的
が
「
神
道
之
不
誣
」
を
証
明
す
る
こ
と
に
あ
る
以
上
、

資
料
の
採
用
も
そ
の
目
的
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
。
「
神
道
」
の
実
在
と
い
う
前
提

が
疑
わ
れ
な
い
限
り
、
事
実
を
客
観
的
に
確
定
し
よ
う
と
い
う
意
識
で
行
わ
れ
る

作
業
も
、
結
局
は
資
料
を
目
的
に
従
属
さ
せ
る
も
の
で
し
か
な
く
な
る
。
そ
れ
は
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例
え
ば
、
五
行
を
四
季
や
五
臓
に
い
か
に
配
当
す
る
か
と
い
う
議
論
が
、
五
行
の

実
在
と
い
う
前
提
を
疑
わ
な
い
の
に
似
て
い
る
。
た
だ
し
、
干
宝
の
思
考
は
事
実

を
客
観
的
に
確
定
す
る
こ
と
の
困
難
と
い
う
問
題
に
踏
み
込
ん
だ
点
に
お
い
て

「
神
道
之
不
誣
」
と
い
う
前
提
を
疑
う
可
能
性
を
内
包
し
て
い
た
。
し
か
し
、
干

宝
は
そ
こ
で
立
ち
止
ま
っ
た
。
朝
廷
の
史
官
、
学
者
の
読
書
と
い
う
常
識
的
な
事

実
を
持
ち
出
す
の
は
、
不
可
知
論
に
突
き
進
ん
で
「
神
道
之
不
誣
」
と
い
う
前
提

を
揺
る
が
さ
な
い
た
め
の
妥
協
点
を
常
識
的
知
見
の
中
に
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
妥
協
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
「
神
道
之
不
誣
」
を
主
張
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
、
干
宝
の
思
考
が
事
実
を
客
観
的
に
確
定
し
よ
う
と
す
る
方
向
と
「
神
道

之
不
誣
」
を
信
じ
る
方
向
と
に
分
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

「
明
神
道
」
で
は
な
く
「
明
神
道
之
不
誣
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ
「
不
誣
」
と
い
う

言
葉
を
用
い
た
の
は
、
当
時
「
神
道
」
を
信
じ
な
い
無
鬼
論
者
と
言
わ
れ
る
人
々

が
い
た
か
ら
で
あ
る（

９
）

。
ど
れ
ほ
ど
苦
労
し
て
事
実
と
認
め
得
る
も
の
を
集
録
し
た

か
を
縷
々
書
き
連
ね
た
理
由
の
一
つ
も
、
彼
ら
を
意
識
し
た
か
ら
で
あ
る
。
個
々

の
記
載
に
は
誤
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
全
体
と
し
て
は
信
頼
す
る
に
足
る
の

だ
と
い
う
弁
解
め
い
た
こ
と
を
記
し
た
の
も
、
反
対
勢
力
か
ら
の
個
別
攻
撃
を
想

定
し
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
干
宝
が
実
在
す
る
と
信
じ
、
反
対
勢
力

の
批
判
か
ら
護
ろ
う
と
し
た
「
神
道
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

干
宝
は
『
易
経
』
に
傾
倒
し
、
そ
の
注
釈
を
著
し
て
い
る
。
干
宝
の
世
界
観
が

易
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
神
道
」
の
語
の
初
出
も
『
易

経
』
で
あ
る
。
観
卦
彖
伝
に
「
観
天
之
神
道
、
而
四
時
不
忒
。
聖
人
以
神
道
設
教
、

而
天
下
服
矣
。
（
天
の
神
秘
的
な
運
行
を
見
る
に
、
四
季
の
巡
り
は
乱
れ
な
い
。

聖
人
は
神
秘
的
な
運
行
に
倣
っ
て
人
々
を
指
導
し
、
天
下
は
心
服
す
る
。
）
」
と

あ
る
。
「
神
道
」
の
語
は
『
易
経
』
中
こ
こ
に
し
か
無
い
が
、
「
神
」
は
多
く
あ

る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
繫
辞
伝
に
お
け
る
以
下
の
よ
う
な
「
神
」
の
概
念
規
定

で
あ
る
。 

陰
陽
不
測
之
謂
神
。
（
繫
辞
伝
上
） 

陰
陽
の
測
り
知
れ
な
い
運
動
を
「
神
」
と
言
う
。 

知
幾
其
神
乎
。
…
…
幾
者
動
之
微
、
吉
凶

（
10
）

之
先
見
者
也
。
（
繫
辞
伝
下
） 

き
ざ
し
を
知
る
の
は
「
神
」
で
あ
る
。
き
ざ
し
と
は
か
す
か
な
変
動
、
吉
凶

の
前
兆
で
あ
る
。 

利
用
出
入
、
民
咸
用
之
、
謂
之
神
。
（
繫
辞
伝
上
） 

陰
陽
の
活
動
に
よ
っ
て
恩
恵
が
も
た
ら
さ
れ
、
誰
も
が
そ
れ
を
用
い
る
。
こ

の
こ
と
を
「
神
」
と
言
う
。 

観
卦
彖
伝
の
文
だ
け
を
見
れ
ば
、
「
天
之
神
道
」
と
は
天
の
運
行
の
周
期
性
を

言
う
も
の
で
あ
り
、
「
神
」
は
そ
れ
を
神
秘
的
な
も
の
と
形
容
す
る
修
飾
語
に
過

ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
繫
辞
伝
に
見
ら
れ
る
概
念
規
定
を
適
用
す
る
と
、
「
神

道
」
は
世
界
の
神
秘
的
真
相
に
通
ず
る
道
で
あ
り
、
未
来
を
知
る
手
段
で
も
あ
る
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こ
と
に
な
る
。

（
11
）

「
神
」
は
人
知
が
直
接
及
ぶ
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
人
々

が
そ
れ
と
は
知
ら
ず
に
常
用
し
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
に
沿
っ

た
政
治
を
す
れ
ば
天
下
は
心
服
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

＊ 

さ
て
、
既
述
の
よ
う
に
、
『
易
経
』
で
は
未
来
の
手
掛
か
り
を
つ
か
む
こ
と
を

「
神
」
と
し
て
い
た
。
干
宝
の
「
神
道
」
観
が
易
に
基
づ
く
以
上
、
そ
の
特
質
は

「
吉
凶
之
先
見
者
」
た
る
前
兆
に
つ
い
て
の
記
載
に
顕
著
に
現
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
に
、
二
十
巻
本
の
中
か
ら
前
兆
と
そ
の
分
析
が
記
さ
れ
て
い
る
条
を

い
く
つ
か
選
び
、
干
宝
の
前
兆
解
釈
の
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。 

妖
怪
者
、
蓋
精
気
之
依
物
者
也
。
気
乱
於
中
、
物
変
於
外
。
形
神
気
質
、
表

裏
之
用
也
。
本
於
五
行
、
通
於
五
事
、
雖
消
息
升
降
、
化
動
万
端
、
其
於
休

咎
之
徴
、
皆
可
得
域
而
論
矣
。
（
第
一
〇
二
条
） 

異
変
は
、
要
す
る
に
精
気
が
物
事
に
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、

内
側
で
気
が
乱
れ
、
外
側
で
物
事
の
有
様
が
変
化
す
る
。
形
と
神
、
気
と
質

は
、
表
裏
一
体
で
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
陰
陽
五
行
に
基
づ
い
て
、
具
体
的

な
事
象
に
通
じ
た
な
ら
、
物
事
が
滅
ん
で
は
生
じ
、
盛
ん
に
な
っ
て
は
衰
え
、

多
様
に
変
化
し
よ
う
と
も
、
そ
れ
が
吉
兆
か
凶
兆
か
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

区
別
し
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
れ
は
抽
象
的
理
論
に
終
始
し
、
具
体
的
事
例
を
全
く
記
さ
な
い
点
で
、
二
十

巻
本
の
中
で
は
例
外
的
な
条
で
あ
る
。
先
行
文
献
で
あ
る
『
漢
書
』
『
続
漢
書
』

の
五
行
志
に
も
、
こ
れ
ほ
ど
抽
象
度
の
高
い
論
述
は
見
ら
れ
な
い
。
干
宝
は
『
捜

神
記
』
は
も
と
よ
り
、
『
易
経
』
の
注
釈
に
も
し
ば
し
ば
歴
史
的
事
象
を
引
用
し

て
お
り
、
抽
象
的
理
論
よ
り
も
具
体
的
事
象
に
強
い
関
心
を
向
け
て
い
る
印
象
が

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
条
で
は
物
事
を
形
而
下
の
側
面
と
形
而
上
の
側
面

と
に
截
然
と
区
別
し
、
前
兆
の
成
立
過
程
を
整
然
と
論
述
し
て
い
る
。
干
宝
は
必

ず
し
も
抽
象
的
思
考
が
不
得
意
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
清
談
派

へ
の
批
判
意
識
か
ら
、
抽
象
的
理
論
を
書
き
綴
る
こ
と
に
消
極
的
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。 

「
妖
怪
」
と
は
物
事
の
異
常
な
変
化
を
意
味
し
、
「
妖
」
ま
た
は
「
怪
」
と
一

字
で
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
万
物
は
気
が
凝
集
し
て
生
成
す
る
。
そ
の
元
と
な

る
の
が
「
精
気
」
で
あ
る
。
「
精
」
の
原
義
は
精
米
で
あ
り
、
転
じ
て
純
粋
の
意

味
を
表
す
。
「
精
気
」
は
陰
陽
二
気
の
純
粋
な
状
態
を
言
う
。
「
精
気
」
の
出
典

も
『
易
経
』
繫
辞
伝
で
あ
る
。 

精
気
為
物
、
遊
魂
為
変
。
（
繫
辞
伝
上
） 

精
気
は
物
事
を
生
み
出
し
、
遊
魂
が
変
化
を
生
み
出
す
。 

こ
こ
で
は
「
物
」
を
生
み
出
す
も
の
が
「
精
気
」
、
「
変
」
を
生
み
出
す
も
の
は

「
遊
魂
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
「
遊
魂
」
が
「
精
気
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
繫
辞
伝
の
下
文
か
ら
推
測
で
き
る
。 
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五

闔
戸
謂
之
坤
、
闢
戸
謂
之
乾
、
一
闔
一
闢
謂
之
変
。
（
繫
辞
伝
上
） 

戸
を
閉
ざ
す
こ
と
を
坤
と
呼
び
、
戸
を
開
く
こ
と
を
乾
と
呼
び
、
戸
が
閉
じ

て
は
開
く
こ
と
を
変
と
呼
ぶ
。 

こ
こ
で
は
「
変
」
を
生
み
出
す
作
用
を
戸
の
開
閉
に
譬
え
て
い
る
が
、
坤
は
純
陰

の
卦
、
乾
は
純
陽
の
卦
で
あ
る
か
ら
、
「
一
闔
一
闢
」
と
は
陰
陽
の
純
気
の
循
環
・

交
感
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
精
気
」
と
「
遊
魂
」
は
実
体
と
し

て
は
同
じ
陰
陽
二
気
で
あ
り
、
「
物
」
を
生
成
す
る
場
合
を
「
精
気
」
、
「
物
」

を
変
化
さ
せ
る
場
合
を
「
遊
魂
」
と
呼
び
分
け
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
干
宝
が
「
物
」
に
異
変
を
生
じ
る
要
因
を
「
精
気
」
と
呼
ぶ
の
は
、

『
易
経
』
に
拠
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
「
物
」
は
「
事
」
の
意
味
を
含
む
。
す

で
に
気
が
集
ま
っ
て
出
来
て
い
る
物
事
に
新
た
に
「
精
気
」
が
作
用
す
る
と
、
物

事
の
内
部
で
気
が
混
乱
し
て
外
見
に
も
変
化
が
生
じ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
物
事

に
異
常
な
変
化
が
生
じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
形
」
と
「
神
」
は
有
形
の
物
体

と
無
形
の
力
と
い
う
関
係
に
あ
り
、
「
気
」
と
「
質
」
は
具
体
性
を
持
た
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
具
体
性
を
帯
び
た
物
質
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
つ
ま
り
「
形
」
「
質
」

は
物
事
に
お
い
て
外
か
ら
直
接
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
な
要
素
で
あ
り
、
「
神
」

「
気
」
は
外
か
ら
直
接
認
識
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
要
素
で
あ
る
。
こ
の
二
通
り

の
要
素
は
物
事
の
「
表
裏
」
、
す
な
わ
ち
外
在
的
側
面
と
内
在
的
側
面
で
あ
っ
て

一
体
不
可
分
で
あ
る
。
直
接
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
物
事
の
外
在
的
側
面

の
み
で
あ
る
が
、
内
在
的
側
面
に
は
陰
陽
五
行
と
い
う
原
理
が
貫
徹
し
て
い
る
と

信
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
原
理
を
応
用
し
て
具
体
的
な
異
変
を
分
析
す
れ
ば

未
来
の
吉
凶
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
「
五
行
」
「
五

事
」
の
出
典
は
『
書
経
』
洪
範
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
五
事
」
は
貌
・
言
・
視
・

聴
・
思
の
五
つ
の
事
柄
を
さ
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
形
而
上
の
原
理
的
な
存
在

で
あ
る
「
五
行
」
の
対
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
、
形
而
下
の
具
体
的
な
事
象
一
般

を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
12
）

要
す
る
に
、陰
陽
五
行
の
運
動
と
い
う
抽
象

的
原
理
に
よ
っ
て
具
体
的
事
象
の
意
味
を
把
握
す
る
と
い
う
演
繹
的
思
考
法
が
提

唱
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
異
変
を
分
析
す
る
こ
と
で
未
来
が
予
知
で
き
る
た
め
に
は
、
異
変
が

そ
の
後
に
起
こ
る
大
事
件
の
前
兆
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の

前
提
は
干
宝
に
お
い
て
は
独
自
に
証
明
す
る
必
要
の
無
い
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

『
易
経
』
が
そ
れ
を
保
証
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 

動
静
有
常
、
剛
柔
断
矣
。
方
以
類
聚
、
物
以
群
分
、
吉
凶
生
矣
。
在
天
成
象
、

在
地
成
形
、
変
化
見
矣
。
（
繫
辞
伝
上
） 

陰
陽
の
運
動
に
恒
常
性
が
あ
れ
ば
、
陰
陽
の
作
用
が
判
然
と
す
る
。
類
似
の

傾
向
を
持
つ
も
の
ど
う
し
で
集
ま
り
、
物
事
が
そ
の
性
質
毎
に
分
か
れ
て
、

吉
事
と
凶
事
と
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
時
に
は
、
天
地
に
そ
の
形
象
が
現
れ

て
、
変
化
が
見
て
取
れ
る
。 
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陰
陽
の
二
気
は
天
地
の
間
に
充
満
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
陰
陽

の
活
動
が
人
間
世
界
に
決
定
的
な
作
用
を
及
ぼ
し
て
重
大
な
転
換
を
引
き
起
こ
す

時
に
は
、
天
地
に
も
様
々
な
変
化
が
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
そ
れ
は
天
と
地
と
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
陰
陽
の
二
気
は
世
界
の
細
部
に

も
く
ま
な
く
行
き
渡
っ
て
い
る
か
ら
、
天
地
の
間
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
に

変
化
が
現
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
人
間
世
界
の
重
大
な
転
換
は
陰
陽

の
二
気
と
い
う
不
可
視
の
力
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
が
、
決
定
的
な
事
態
よ

り
も
前
に
可
視
化
す
る
細
部
の
変
化
を
見
逃
さ
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
の
事
態
を
予

知
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
干
宝
は
『
捜
神

記
』
の
編
纂
に
つ
い
て
「
綴
片
言
於
残
闕
、
訪
行
事
於
故
老
」
と
語
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
干
宝
自
身
の
語
る
所
に
よ
れ
ば
事
実
を
客
観
的
に
確
定
し
よ
う
と
す
る
意

図
に
よ
る
が
、
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
細
部
に
現
れ
る
変
化
に
こ
そ
吉
凶
を
知
る

手
が
か
り
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

（
13
） 

＊ 

既
述
の
よ
う
に
、
「精
気
」を
妖
怪
発
生
の
根
本
原
因
と
す
る
基
本
的
着
想
は『
易

経
』
か
ら
得
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
既
成
の
事
物
は
新
た
に
「精
気
」が
加
わ
っ
て
内
側

か
ら
変
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
ま
で
は
『易
経
』に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
干
宝
が
こ

の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
別
の
文
献
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

『
呂
氏
春
秋
』
季
春
紀
尽
数
篇
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

天
生
陰
陽
、
寒
暑
燥
湿
、
四
時
之
化
、
万
物
之
変
。
莫
不
為
利
、
莫
不
為
害
。

…
…
精
気
之
集
也
、
必
有
入
也
。
集
於
羽
鳥
、
与
為
飛
揚
。
集
於
走
獣
、
与

為
流
行
。
集
於
珠
玉
、
与
為
精
朗
。
集
於
樹
木
、
与
為
茂
長
。
集
於
聖
人
、

与
為
夐
明
。
精
気
之
来
、
因
軽
而
揚
之
、
因
走
而
行
之
、
因
美
而
良
之
、
因

長
而
養
之
、
因
智
而
明
之
。 

天
が
陰
陽
二
気
を
生
じ
る
と
、
気
候
の
移
り
変
わ
り
、
四
季
の
循
環
、
万
物

の
変
化
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
利
と
も
害
と
も
な
る
。
…
…
精
気

が
集
ま
る
と
、
必
ず
何
か
に
入
っ
て
い
く
。
羽
を
持
つ
鳥
に
集
ま
れ
ば
、
精

気
は
鳥
と
と
も
に
高
く
飛
ぶ
。
走
る
獣
に
集
ま
れ
ば
、
精
気
は
獣
と
と
も
に

速
く
走
る
。
珠
玉
に
集
ま
れ
ば
、
精
気
は
珠
玉
と
と
も
に
美
し
く
輝
く
。
樹

木
に
集
ま
れ
ば
、
精
気
は
樹
木
と
と
も
に
伸
び
茂
る
。
聖
人
に
集
ま
れ
ば
、

精
気
は
聖
人
と
と
も
に
聡
明
に
な
る
。
つ
ま
り
、
精
気
は
軽
い
も
の
に
は
軽

さ
を
増
し
て
飛
ば
せ
、
走
る
も
の
に
は
走
る
力
を
増
し
て
進
ま
せ
、
美
し
い

も
の
に
は
美
し
さ
を
増
し
て
輝
か
せ
、
伸
び
る
も
の
に
は
伸
び
る
力
を
増
し

て
育
た
せ
、
智
恵
あ
る
も
の
に
は
智
恵
を
増
し
て
聡
明
に
す
る
の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
精
気
」
が
外
か
ら
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
万
物
は
そ
の
良
さ
を

増
す
こ
と
が
で
き
る
。
冒
頭
に
「
天
生
陰
陽
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
精
気
」

も
ま
た
陰
陽
二
気
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
後
で
水

や
食
物
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
日
の
「
栄
養
素
」
に
近
い
意
味
も
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七

含
む
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
に
続
け
て
、 

形
不
動
則
精
不
流
、
精
不
流
則
気
鬱
。 

体
が
動
か
な
け
れ
ば
、
精
気
が
流
れ
な
い
。
精
気
が
流
れ
な
け
れ
ば
、
気
が

停
滞
し
て
し
ま
う
。 

と
し
た
上
で
、
「
気
鬱
」
が
原
因
と
な
っ
て
様
々
な
疾
病
が
起
こ
る
こ
と
を
説
い

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
尽
数
篇
は
「
精
気
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の
「
利
」
の
面

の
方
を
強
調
す
る
き
ら
い
が
あ
る
が
、
冒
頭
の
「
莫
不
為
利
、
莫
不
為
害
。
」
と

い
う
言
葉
が
示
す
通
り
、
当
然
「
害
」
の
面
も
あ
る
。
飲
料
水
の
水
質
が
身
体
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
具
体
的
に
述
べ
、
更
に 

凡
食
無
彊
厚
之
味
、
無
以
烈
味
重
酒
。
是
以
謂
之
疾
首
。 

お
よ
そ
食
物
は
濃
厚
な
味
付
を
せ
ず
、
強
烈
な
香
辛
料
や
強
い
酒
を
用
い
な

い
よ
う
に
せ
よ
。
こ
れ
ら
は
疾
病
の
原
因
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

と
説
く
の
は
、
「
精
気
」
の
摂
取
が
健
康
を
害
す
る
例
を
挙
げ
る
も
の
で
あ
る
。 

「
気
鬱
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ
『
呂
氏
春
秋
』
の
恃
君
覧
達
鬱
篇
に
も
記
載
が

あ
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず 

凡
人
三
百
六
十
節
、
九
竅
五
臓
六
腑
、
肌
膚
欲
其
比
也
、
血
脈
欲
其
通
也
、

筋
骨
欲
其
固
也
、
心
志
欲
其
和
也
、
精
気
欲
其
行
也
。
若
此
則
病
無
所
居
、

悪
無
由
生
矣
。
病
之
留
、
悪
之
生
也
、
精
気
鬱
也
。 

そ
も
そ
も
人
体
は
三
百
六
十
の
関
節
と
九
つ
の
穴
と
五
臓
六
腑
か
ら
成
る

が
、
皮
膚
は
き
め
細
か
く
、
血
液
は
循
環
し
、
筋
骨
は
強
固
で
、
心
は
調
和

し
、
精
気
は
行
き
渡
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
病
は
居
場
所

が
な
く
、
悪
疾
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
病
が
長
引
き
、
悪
疾
が

生
じ
る
の
は
、
精
気
が
停
滞
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

と
し
て
疾
病
の
原
因
を
概
説
し
、
更
に
水
や
草
木
に
お
い
て
精
気
が
停
滞
す
る
こ

と
の
弊
害
を
述
べ
た
後
、
次
の
よ
う
に
言
う
。 

国
亦
有
鬱
。
主
徳
不
通
、
民
欲
不
達
、
此
国
之
鬱
也
。
国
鬱
処
久
、
則
百
悪

並
起
、
万
災
叢
至
矣
。
上
下
之
相
忍
也
、
由
此
出
矣
。
故
聖
王
之
貴
豪
士
忠

臣
也
、
為
其
敢
直
言
而
決
鬱
塞
也
。 

国
に
も
精
気
が
停
滞
す
る
こ
と
が
あ
る
。
君
主
の
徳
が
伝
わ
ら
ず
、
民
の
欲

求
が
満
た
さ
れ
な
い
の
が
、
国
に
お
け
る
精
気
の
停
滞
で
あ
る
。
こ
れ
が
長

期
化
す
る
と
、
た
く
さ
ん
の
悪
疾
が
次
々
起
こ
り
、
無
数
の
災
厄
に
襲
わ
れ

る
。
上
下
が
害
し
合
う
事
態
は
、
こ
う
し
て
出
来
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

聖
王
が
豪
士
や
忠
臣
を
重
用
す
る
の
は
、
彼
ら
の
果
敢
な
直
言
に
よ
っ
て
国

の
精
気
が
停
滞
し
閉
塞
す
る
の
を
切
り
開
く
た
め
で
あ
る
。 

「
国
」
と
い
う
字
が
用
い
ら
れ
る
の
は
字
数
を
整
え
る
た
め
で
あ
り
、
聖
王
の
治

め
る
べ
き
所
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
事
実
上
「
天
下
」
に
等
し
い
。
人
間
社
会
に

お
け
る
害
悪
の
発
生
を
身
体
の
疾
病
と
同
じ
病
因
に
よ
る
と
す
る
の
は
、
天
地
を

一
個
の
身
体
と
見
る
神
話
的
な
世
界
観
に
淵
源
を
持
ち
つ
つ
、
様
々
な
社
会
問
題
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八

を
「
社
会
の
病
理
」
等
と
称
す
る
現
代
の
用
語
法
に
も
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
人
間
も
万
物
も
社
会
も
全
く
同
じ
病
因
に
よ
っ
て
健
常
な
状
態
を

失
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
達
鬱
篇
は
専
ら
精
気
の
停
滞
の
み
を
説
く
が
、
既
述

の
よ
う
に
尽
数
篇
に
よ
れ
ば
、
精
気
の
摂
取
も
病
因
と
な
り
得
る
。 

『
呂
氏
春
秋
』
に
見
ら
れ
る
以
上
の
病
因
論
を
繫
辞
伝
の
「
精
気
為
物
、
遊
魂

為
変
。
」
の
解
釈
に
適
用
す
れ
ば
、
事
物
の
異
状
を
精
気
が
新
た
に
加
わ
る
こ
と

に
よ
る
と
す
る
「
妖
怪
」
解
釈
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
干
宝
が
『
呂

氏
春
秋
』
か
ら
直
接
示
唆
を
得
た
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。
『
呂
氏
春
秋
』
の
病

因
論
を
継
承
す
る
医
書
が
存
在
し
、
そ
こ
か
ら
示
唆
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

＊ 

陰
陽
五
行
に
よ
る
前
兆
の
分
析
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
見
て
い
こ
う
。 

漢
霊
帝
建
寧
三
年
春
、
河
内
有
婦
食
夫
、
河
南
有
夫
食
婦
。
夫
婦
、
陰
陽
二

儀
之
体
、
有
情
之
深
者
也
。
今
反
相
食
。
陰
陽
相
侵
、
豈
特
日
月
之
眚
哉
。

霊
帝
既
没
、
天
下
大
乱
、
君
有
妄
誅
之
暴
、
臣
有
劫
弑
之
逆
、
兵
革
傷
残
、

骨
肉
為
讐
、
生
民
之
禍
至
矣
。
故
人
妖
為
之
先
作
。
恨
而
不
遭
辛
有
屠
黍
之

論
以
測
其
情
也
。
（
第
一
五
五
条

（
14
）

） 

＊
「
霊
帝
～
食
婦
」
は
『
続
漢
書
』
五
行
志
か
ら
の
転
載
で
あ
る
。
五
行
志

は
「
河
内
」
「
河
南
」
の
下
に
「
有
」
が
な
い
。 

後
漢
末
期
の
霊
帝
の
建
寧
三
年
春
に
、
河
内
で
妻
が
夫
を
食
う
事
件
が
あ
り
、

河
南
で
夫
が
妻
を
食
う
事
件
が
あ
っ
た
。
夫
婦
は
陰
陽
と
い
う
一
対
の
規
範

で
あ
り
、
深
い
愛
情
で
結
ば
れ
る
関
係
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
食
い
合
っ
て

し
ま
っ
た
。
陰
陽
が
侵
害
し
合
う
現
象
は
、
日
食
や
月
食
だ
け
で
は
な
い
の

だ
。
霊
帝
の
没
後
、
天
下
は
大
い
に
乱
れ
、
君
主
は
臣
下
を
み
だ
り
に
処
刑

す
る
暴
虐
を
は
た
ら
き
、
臣
下
も
君
主
を
殺
害
す
る
反
逆
を
行
い
、
戦
乱
と

な
っ
て
骨
肉
が
争
い
、
人
々
の
災
難
は
極
限
に
達
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
に

先
立
っ
て
人
間
関
係
に
異
変
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
辛
有
や
屠
黍
が
そ
の
時

代
に
い
れ
ば
前
兆
を
的
確
に
見
定
め
た
で
あ
ろ
う
に
、
残
念
な
こ
と
だ
。 

「
人
妖
」
と
は
人
間
の
異
変
を
言
う
。
植
物
の
異
変
な
ら
「
草
妖
」
、
動
物
の

異
変
な
ら
「
獣
妖
」
、
天
文
現
象
の
異
変
な
ら
「
天
妖
」
で
あ
る
。
こ
の
条
で
は
、

妻
が
夫
を
食
う
、
夫
が
妻
を
食
う
と
い
う
異
常
行
動
を
「
天
下
大
乱
」
の
前
兆
と

見
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
前
提
は
夫
婦
が
「
陰
陽
二
儀
」
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。

夫
婦
は
陰
陽
の
結
び
付
き
が
特
に
強
固
な
も
の
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
が
反
対
に
「
相

侵
」
の
関
係
に
転
じ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
社
会
全
体
の
秩
序
崩
壊
の
前
兆
と
見

る
の
で
あ
る
。
「
日
月
之
眚
」
は
日
食
と
月
食
の
こ
と
。
陰
陽
説
で
は
、
月
・
女
・

下
・
臣
は
陰
に
、
日
・
男
・
上
・
君
は
陽
に
配
当
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
食
・

月
食
も
男
女
関
係
の
異
変
も
す
べ
て
君
臣
上
下
の
秩
序
が
転
倒
し
崩
壊
す
る
前
兆

と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
辛
有
・
屠
黍
」
は
い
ず
れ
も
周
代
に
戦
乱
を
予
知
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九

し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
ら
が
霊
帝
の
時
代
に
い
な
か
っ
た
こ
と
を
惜
し
む
の
は
、

前
兆
を
把
握
す
る
こ
と
で
未
来
を
知
り
、
的
確
に
対
処
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で

あ
る
。
干
宝
に
と
っ
て
「
神
道
」
は
人
間
が
未
来
に
向
か
っ
て
能
動
的
に
は
た
ら

き
か
け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
主
体
的
原
理
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

陰
陽
に
よ
る
前
兆
分
析
の
例
を
更
に
い
く
つ
か
見
て
い
こ
う
。 

漢
平
帝
元
始
元
年
二
月
、
朔
方
広
牧
女
子
趙
春
病
死
。
既
棺
斂
積
六
日
、
出

在
棺
外
。
自
言
「
見
夫
死
父
、
曰
『
年
二
十
七
、
汝
不
当
死
。
』
」
太
守
譚

以
聞
。
説
曰
「
至
陰
為
陽
、
下
人
為
上
。
」
其
後
、
王
莽
簒
位
。
（
第
一
四

六
条
） 

＊
「
平
帝
～
為
上
」
は
『
漢
書
』
五
行
志
か
ら
の
転
載
で
あ
る
が
「
以
聞
」

の
下
に
省
略
が
あ
る
。
五
行
志
は
「
既
」
「
汝
」
が
な
く
、
「
説
」
を
「
一
」

に
作
る
。 

前
漢
末
期
の
平
帝
の
元
始
元
年
二
月
に
朔
方
郡
広
牧
県
の
趙
春
と
い
う
女

が
病
死
し
た
。
棺
に
納
め
て
六
日
経
つ
と
、
棺
か
ら
出
て
来
た
。
自
ら
「
あ

の
世
で
死
ん
だ
お
父
様
に
お
会
い
し
て
『
お
前
は
ま
だ
二
十
七
歳
だ
。
死
ぬ

は
ず
が
な
い
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。
郡
太
守
の
譚
氏
が
こ
の
こ

と
を
奏
上
し
た
。
こ
の
異
変
は
「
陰
の
極
み
が
陽
に
変
化
す
る
と
、
地
位
の

低
い
者
が
高
位
に
上
る
」
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
王
莽
が
帝
位
を
奪
っ

た
。 

こ
の
条
で
は
死
者
の
復
活
が
、
前
漢
王
朝
を
断
絶
さ
せ
た
王
莽
簒
奪
事
件
の
前

兆
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
陰
陽
説
で
は
、
死
は
陰
に
、
生
は
陽
に
配
当
さ
れ
る
。

死
者
は
普
通
生
き
返
ら
な
い
の
で
、
死
は
「
至
陰
」
と
さ
れ
る
。
死
者
が
甦
る
の

は
、
陰
が
陽
の
不
正
常
な
逆
転
で
あ
る
か
ら
、
下
剋
上
の
前
兆
と
見
な
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
「
棺
斂
」
と
は
遺
体
を
棺
に
納
め
、
一
定
期
間
安
置
し
て
供
養
す
る
こ

と
。
「
殯
」
「
殯
斂
」
と
も
称
す
る
。 

漢
献
帝
初
平
中
、
長
沙
有
人
姓
桓
氏
死
。
棺
斂
月
余
、
其
母
聞
棺
中
有
声
、

発
之
、
遂
生
。
占
曰
「
至
陰
為
陽
、
下
人
為
上
。
」
其
後
、
曹
公
由
庶
士
起
。

（
第
一
六
六
条

（
16
）

） 

＊
「
献
帝
」
以
下
は
『
続
漢
書
』
五
行
志
か
ら
の
転
載
で
あ
る
。
五
行
志
は

「
棺
中
」
の
下
に
「
有
」
が
な
い
。 

後
漢
末
期
の
献
帝
の
初
平
年
間
に
、
長
沙
の
桓
氏
と
い
う
者
が
死
ん
だ
。
遺

体
を
棺
に
納
め
て
か
ら
一
カ
月
余
り
後
、
母
親
が
棺
の
中
か
ら
声
が
す
る
の

を
耳
に
し
て
、
棺
を
開
い
て
み
る
と
甦
っ
て
い
た
。
こ
の
前
兆
は
「
陰
の
極

み
が
陽
に
変
化
す
る
と
、
地
位
の
低
い
者
が
高
位
に
上
る
」
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
曹
操
が
一
介
の
役
人
か
ら
成
り
上
が
っ
た
。 

こ
の
条
で
も
、
死
者
の
復
活
は
王
朝
を
転
覆
す
る
ほ
ど
大
規
模
な
下
克
上
事
件

の
前
兆
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
曹
操
は
最
初
孝
廉
に
推
挙
さ
れ
て
中
央
官
界
に
入

っ
た
。
こ
う
し
た
人
材
は
す
ぐ
に
は
官
職
に
就
け
ら
れ
ず
、
ま
ず
郎
署
に
配
置
さ

(

15) 
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一
〇

れ
郎
官
と
な
る
。
宮
廷
の
宿
衛
を
体
験
さ
せ
て
実
務
を
学
ば
せ
る
た
め
で
あ
る
。

「
由
庶
士
起
」
と
は
、
こ
こ
で
は
郎
官
の
立
場
か
ら
成
り
上
が
っ
た
こ
と
を
さ
す
。 

遺
体
を
棺
に
納
め
て
か
ら
蘇
生
す
る
ま
で
の
期
間
が
、
前
引
の
第
一
四
六
条
で

は
七
日
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
条
で
は
一
カ
月
余
り
に
わ
た
っ
て
い
る
。
『
礼
記
』

王
制
篇
に
よ
れ
ば
、
天
子
は
死
後
七
日
で
殯
を
行
っ
て
七
カ
月
後
に
葬
り
、
諸
侯

は
五
日
で
殯
を
行
っ
て
五
カ
月
後
に
葬
り
、
大
夫
・
士
・
庶
人
は
三
日
で
殯
を
行

っ
て
三
カ
月
後
に
葬
る
と
い
う
。
王
制
篇
の
記
載
の
信
憑
性
に
は
疑
問
の
余
地
も

あ
り
、
ま
た
、
時
代
や
地
域
に
よ
る
相
違
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
後
漢
末
に
も
一

カ
月
以
上
の
棺
斂
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
と
し
て
も
興
味
深
い
。 

漢
哀
帝
建
平
中
、
予
章
有
男
子
化
為
女
子
、
嫁
為
人
婦
、
生
一
子
。
長
安
陳

鳳
曰
「
陽
変
為
陰
、
将
亡
継
嗣
、
自
相
生
之
象
。
」
一
曰
「
嫁
為
人
婦
、
生

一
子
者
、
将
復
一
世
乃
絶
。
」
故
後
哀
帝
崩
、
平
帝
没
、
而
王
莽
纂
焉
。
（
第

一
四
五
条

（
17
）

） 

＊
「
哀
帝
～
乃
絶
」
は
『
漢
書
』
五
行
志
か
ら
の
転
載
で
あ
る
。
五
行
志
は

一
つ
目
の
「
曰
」
を
「
言
」
に
作
り
、
そ
の
下
に
「
此
」
が
あ
る
。 

前
漢
末
期
の
哀
帝
の
建
平
年
間
に
、
予
章
郡
で
男
子
が
女
子
に
変
化
し
、
結

婚
し
て
人
妻
と
な
り
、
子
を
一
人
生
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
長
安
の
陳
鳳
は
「
陽

が
陰
に
変
化
し
た
の
は
、
や
が
て
世
継
ぎ
を
亡
き
者
に
し
て
、
自
分
で
世
継

ぎ
を
立
て
る
者
が
現
れ
る
こ
と
の
象
徴
で
あ
る
」
と
し
た
。
一
説
に
は
「
結

婚
し
て
人
妻
と
な
り
、
子
を
一
人
生
ん
だ
の
は
、
や
が
て
後
一
代
で
絶
え
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ
」
と
い
う
。
か
く
し
て
、
そ
の
後
、
哀
帝
が
崩
じ
、

平
帝
が
没
し
て
か
ら
、
王
莽
が
帝
位
を
簒
奪
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
条
で
は
男
が
女
に
変
わ
る
と
い
う
異
変
が
王
莽
簒
奪
事
件
の
前
兆
と
見
な

さ
れ
て
い
る
。
陳
鳳
は
人
名
と
思
わ
れ
る
が
、
伝
記
不
明
。
同
名
の
者
が
平
帝
に

時
に
廬
郷
候
に
封
じ
ら
れ
た
こ
と
が
『
漢
書
』
外
戚
恩
沢
候
表
に
見
え
る
が
、
別

人
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
古
典
注
釈
で
は
一
事
に
複
数
の
説
が
あ
る
場
合
、
著
者
が

信
頼
す
る
に
足
る
と
判
断
し
た
も
の
を
人
名
ま
た
は
書
名
を
記
し
て
挙
げ
、
信
頼

す
る
に
足
る
と
判
断
で
き
な
い
が
否
定
も
で
き
な
い
も
の
は
「
一
曰
」
と
し
て
挙

げ
る
の
を
通
例
と
す
る
。
『
漢
書
』
は
陳
鳳
の
説
を
信
頼
す
る
に
足
る
も
の
と
し

て
挙
げ
、
一
説
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
し
て
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

干
宝
の
「
故
後
哀
帝
崩
、
平
帝
没
、
而
王
莽
纂
焉
。
」
と
い
う
結
語
は
一
説
を
も

踏
ま
え
て
い
る
か
ら
、
干
宝
は
一
説
に
疑
問
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。 

漢
献
帝
建
安
七
年
、
越
雟
有
男
子
化
為
女
子
。
時
周
群
上
言
「
哀
帝
時
亦
有

此
変
。
将
有
易
代
之
事
。
」
至
二
十
五
年
、
献
帝
封
山
陽
公
。
（
第
一
六
七

条
（
18
）

） 
＊
「
献
帝
～
山
陽
」
は
『
続
漢
書
』
五
行
志
か
ら
の
転
載
で
あ
る
。
五
行
志

は
「
変
」
を
「
異
」
に
作
り
、
「
封
」
の
下
に
「
于
」
が
あ
る
。 
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一
一

後
漢
末
期
の
献
帝
の
建
安
七
年
に
、
越
雟
郡
で
男
が
女
に
変
わ
る
事
件
が
あ

っ
た
。
こ
の
時
、
蜀
の
周
群
が
劉
備
に
「
前
漢
の
哀
帝
の
時
に
も
こ
の
異
変

が
あ
り
ま
し
た
。
間
も
な
く
王
朝
の
交
替
が
あ
る
で
し
ょ
う
」
と
具
申
し
た
。

建
安
二
十
五
年
に
な
っ
て
、
献
帝
は
位
を
奪
わ
れ
て
山
陽
公
に
封
ぜ
ら
た
。 

献
帝
か
ら
位
を
奪
っ
て
山
陽
公
に
封
じ
た
の
は
曹
操
の
子
、
曹
丕
で
あ
る
。
曹

丕
が
献
帝
に
禅
譲
を
迫
っ
て
帝
位
に
即
き
、
父
子
二
代
に
わ
た
る
下
克
上
が
完
了

し
た
。
こ
の
条
で
は
男
が
女
に
変
わ
る
と
い
う
異
変
が
曹
氏
父
子
に
よ
る
簒
奪
の

前
兆
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
日
月
・
男
女
・
生
死
に
関
す
る
混
乱
は
す
べ
て
君
臣
関
係
の

逆
転
に
置
換
さ
れ
る
。
陰
が
陽
に
な
る
の
も
陽
が
陰
に
な
る
の
も
上
下
が
入
れ
替

わ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
か
ら
、
同
じ
よ
う
に
下
克
上
の
前
兆
と
見
な
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
る
事
件
も
、
前
漢
な
ら
王
莽
の
簒
奪
、
後
漢
な
ら

曹
氏
父
子
の
簒
奪
に
固
定
し
て
い
る
。
総
じ
て
単
調
な
解
釈
で
あ
る
。 

し
か
し
、
「
妖
怪
」
に
は
陰
陽
だ
け
で
は
解
釈
し
切
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ

の
場
合
に
は
、
五
行
が
併
用
さ
れ
る
。 

武
帝
太
康
六
年
、
南
陽
獲
両
足
虎
。
虎
者
、
陰
精
而
居
乎
陽
、
金
獣
也
。
南

陽
、
火
名
。
金
精
入
火
而
失
其
形
、
王
室
乱
之
妖
也
。
（
第
一
八
四
条

（
19
）

） 

＊
こ
の
条
の
記
事
は
『
捜
神
記
』
以
前
の
書
籍
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

西
晋
の
武
帝
の
太
康
六
年
に
、
南
陽
郡
で
足
が
二
本
し
か
な
い
虎
が
捕
ら
え

ら
れ
た
。
虎
は
陰
の
精
気
が
集
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
陽
の
地
に
棲
ん
で

お
り
、
五
行
の
金
に
当
た
る
動
物
で
あ
る
。
南
陽
は
五
行
の
火
に
当
た
る
地

名
で
あ
る
。
こ
れ
は
金
の
精
が
火
の
中
で
本
来
の
形
を
失
っ
た
こ
と
を
意
味

し
て
お
り
、
王
室
が
混
乱
す
る
前
兆
と
な
る
異
変
で
あ
る
。 

南
陽
は
南
で
あ
り
陽
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
五
行
で
言
え
ば
火
に
当
た
る
。

虎
は
地
を
這
う
生
き
物
だ
か
ら
陰
陽
で
言
え
ば
陰
に
当
た
る
が
、
棲
息
地
は
南
方

す
な
わ
ち
陽
の
地
で
あ
る
。
陽
の
中
に
陰
が
生
じ
る
の
は
五
行
で
言
え
ば
金
に
当

た
る
。
し
た
が
っ
て
、
虎
が
南
陽
で
捕
獲
さ
れ
た
の
は
、
金
の
性
質
の
物
が
火
の

性
質
の
状
況
に
陥
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の
虎
の
足
が
二
本
し
か
な
か
っ
た
の
は
、

本
来
の
形
を
失
う
こ
と
を
示
す
。
晋
は
金
の
徳
を
持
つ
王
朝
と
さ
れ
る
か
ら
、
虎

は
晋
を
示
す
。
そ
し
て
、
火
の
徳
を
持
つ
王
朝
と
言
え
ば
漢
で
あ
る
。
漢
王
朝
は

初
代
皇
帝
・
高
祖
の
没
後
、
皇
族
の
内
乱
で
あ
る
呉
楚
七
国
の
乱
に
よ
り
混
乱
し

た
。
晋
王
朝
も
ま
た
初
代
皇
帝
で
あ
る
武
帝
の
没
後
に
皇
族
の
内
乱
で
あ
る
八
王

の
乱
に
よ
り
混
乱
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
二
本
足
の
虎
を
南
陽
で
捕
獲
す
る
と
い

う
異
変
は
、
そ
の
前
兆
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
陰
陽
だ
け
で
な
く
五
行
も
用
い
ら
れ
る
と
、
地
名
の
意
味
も
解
釈

の
対
象
と
な
る
等
、
解
釈
さ
れ
る
事
柄
が
増
え
て
内
容
も
複
雑
に
な
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
よ
り
前
に
挙
げ
た
五
つ
の
条
に
も
地
名
は
記
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
が
な

ぜ
解
釈
さ
れ
ず
、
こ
の
条
で
は
地
名
が
解
釈
の
対
象
と
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
根
拠
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一
二

は
示
さ
れ
な
い
。
ど
う
や
ら
干
宝
の
「
妖
怪
」
解
釈
は
、
何
の
前
兆
か
と
い
う
結

論
が
予
め
決
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
合
致
す
る
よ
う
に
材
料
を
選
び
出
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
陰
陽
だ
け
で
所
定
の
結
論
に
至
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
五
行
を
持

ち
出
す
ま
で
も
無
い
。
陰
陽
だ
け
で
は
所
定
の
結
論
に
至
れ
な
け
れ
ば
、
五
行
も

持
ち
出
し
て
材
料
を
揃
え
る
。
そ
の
よ
う
な
思
考
を
し
て
い
る
に
相
違
な
い
。 

陰
陽
五
行
で
は
所
定
の
結
論
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
陰
陽
に
も

五
行
に
も
よ
ら
な
い
解
釈
を
す
る
こ
と
に
な
る
。 

恵
帝
元
康
中
、
婦
人
之
飾
有
五
兵
佩
、
又
以
金
銀
象
角
瑇
瑁
之
属
為
斧
鉞
戈

戟
、
而
載
之
以
当
笄
。
男
女
之
別
、
国
之
大
節
。
故
服
物
異
等
、
贄
幣
不
同
。

今
婦
人
而
以
兵
器
為
飾
、
又
妖
之
大
也
。
遂
有
賈
后
之
事
、
終
以
兵
亡
天
下
。

（
第
一
九
三

条
（
20
）

） 

＊
こ
の
条
の
記
事
は
『
捜
神
記
』
以
前
の
書
籍
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

西
晋
の
恵
帝
の
元
康
年
間
に
、
女
性
た
ち
の
装
身
具
で
「
五
兵
佩
」
と
称
す

る
も
の
が
流
行
し
、
ま
た
、
金
銀
や
象
牙
・
鼈
甲
等
を
斧
や
矛
等
の
武
器
の

形
に
し
た
か
ん
ざ
し
を
頭
に
挿
し
も
し
た
。
男
女
の
分
け
隔
て
は
社
会
の
重

要
な
節
度
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
服
装
も
器
物
も
明
確
に
区
別
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
女
性
で
あ
り
な
が
ら
武
器
を
装
身
具
に
す
る
の
は
、
や
は
り
甚

大
な
異
変
で
あ
る
。
間
も
な
く
賈
后
の
事
件
が
起
こ
り
、
兵
乱
に
よ
っ
て
天

下
は
甚
だ
し
く
損
な
わ
れ
た
。 

こ
れ
も
八
王
の
乱
に
関
係
す
る
記
載
で
あ
る
。
恵
帝
は
西
晋
の
第
二
代
皇
帝
で

あ
り
、
賈
后
は
そ
の
皇
后
で
あ
る
。
賈
后
は
楚
王
司
馬
瑋
と
結
託
し
、
初
代
皇
帝

武
帝
の
皇
后
楊
太
后
と
そ
の
一
族
を
皆
殺
し
に
し
て
権
力
を
掌
握
し
た
。
八
王
の

乱
の
始
ま
り
で
あ
る
。
賈
后
は
汝
南
王
司
馬
亮
と
司
空
衛
瓘
を
死
な
せ
、
恵
帝
と

別
の
夫
人
と
の
間
に
生
ま
れ
た
皇
太
子
司
馬
遹
を
廃
位
さ
せ
て
殺
す
等
横
暴
を
極

め
た
が
、
趙
王
司
馬
倫
お
よ
び
斉
王
司
馬
冏
に
よ
り
一
族
と
と
も
に
殺
さ
れ
た
。

そ
の
後
更
に
六
年
余
を
経
て
内
乱
は
よ
う
や
く
終
息
す
る
が
、
そ
の
間
に
諸
王
が

異
民
族
を
戦
闘
に
参
加
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
異
民
族
の
勢
力
が
伸
張
し
、
永
嘉

の
乱
を
引
き
起
こ
し
た
。
懐
帝
と
東
海
王
司
馬
越
が
対
立
す
る
等
、
依
然
と
し
て

内
紛
の
続
い
た
西
晋
王
朝
は
大
規
模
な
反
乱
に
な
す
す
べ
が
な
く
、
司
馬
越
が
病

死
し
た
直
後
に
洛
陽
が
陥
落
し
、
懐
帝
は
反
乱
軍
に
処
刑
さ
れ
た
。 

干
宝
は
兵
器
を
か
た
ど
っ
た
装
身
具
の
流
行
を
賈
后
専
横
の
前
兆
と
す
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
兵
器
は
男
の
物
で
あ
り
、
た
と
え
形
ば
か
り
で
あ
ろ
う
と

女
が
身
に
つ
け
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
強
固
な
規
範
意
識
で
あ
る
。
規
範
意
識
か

ら
こ
れ
を
男
女
の
あ
り
方
の
混
乱
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
て
も
、
所
詮
は
外
的
形
象

の
一
致
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
陰
陽
五
行
に
よ
る
解
釈
に
は
な
じ
ま
な
か
っ
た
。
前

掲
第
一
〇
二
条
の
所
論
に
従
う
な
ら
、
陰
陽
五
行
に
よ
っ
て
解
釈
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
精
気
の
影
響
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
妖
怪
」
と
言
え
る
か
否
か
す
ら
疑

わ
し
い
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
を
「
妖
之
大
」
と
強
調
す
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一
三

る
所
に
、
規
範
に
も
前
兆
に
も
強
く
固
執
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。 

も
ち
ろ
ん
『
易
経
』
の
随
所
に
規
範
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。 

天
尊
地
卑
、
乾
坤
定
矣
。
卑
高
以
陳
、
貴
賎
位
矣
。
…
…
乾
道
成
男
。
坤
道

成
女
。
（
繫
辞
伝
上
） 

天
が
高
く
地
が
低
い
こ
と
に
よ
り
、
乾
坤
の
あ
り
方
が
定
ま
る
。
低
い
か
高

い
か
の
順
序
に
並
ぶ
こ
と
で
、
貴
賎
の
地
位
が
定
ま
る
。
…
…
乾
の
道
は
男

の
道
で
あ
り
、
坤
の
道
は
女
の
道
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
貴
賎
や
男
女
の
格
差
を
天
地
の
自
然
的
位
置
関
係
と
同
一
視
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
正
当
化
す
る
思
考
は
、
古
代
中
国
の
思
想
に
広
く
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
『
易
経
』
の
陰
陽
論
に
も
応
用
さ
れ
て
い
る
。
干
宝
に
と
っ
て
は
こ

う
し
た
規
範
観
念
を
前
兆
の
解
釈
に
適
用
す
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
陰
陽
に
よ
る
分
析
を
し
な
い
で
、
規
範
意
識
の
み
で
前
兆
と
決

め
つ
け
る
の
は
、
易
の
応
用
と
し
て
も
無
理
が
あ
る
。 

恵
帝
永
興
元
年
、
成
都
王
之
攻
長
沙

（
21
）

也
、
反
軍
於
鄴
、
内
外
陳
兵
。
是
夜
、

戟
鋒
皆
有
火
光
。
遥
望
如
懸
燭
、
就
視
則
亡
焉
。
其
後
、
終
以
敗
亡
。
（
第

二
〇
六
条

（
22
）

） 

＊
こ
の
条
の
記
事
は
『
捜
神
記
』
以
前
の
書
籍
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

西
晋
の
恵
帝
の
永
興
元
年
、
成
都
王
は
長
沙
王
を
攻
め
滅
ぼ
し
た
後
、
軍
勢

を
鄴
に
戻
し
て
、
防
壁
の
内
外
に
軍
を
配
置
し
た
。
そ
の
夜
、
兵
士
た
ち
の

矛
に
火
の
よ
う
な
光
が
見
え
た
。
遠
く
か
ら
見
や
る
と
矛
に
灯
火
を
吊
り
下

げ
た
か
の
よ
う
だ
が
、
近
づ
い
て
確
か
め
る
と
火
は
無
か
っ
た
。
そ
の
後
、

成
都
王
は
結
局
敗
死
し
た
。 

こ
れ
も
八
王
の
乱
に
関
す
る
記
載
で
あ
る
。
成
都
王
は
恵
帝
の
弟
で
あ
る
司
馬

穎
、
鄴
は
そ
の
都
で
あ
る
。
賈
后
を
殺
害
し
た
趙
王
司
馬
倫
は
恵
帝
を
幽
閉
し
て

自
ら
即
位
し
た
が
、
斉
王
司
馬
冏
は
司
馬
倫
に
権
力
が
集
中
し
た
こ
と
に
不
満
を

募
ら
せ
反
旗
を
翻
し
た
。
司
馬
穎
は
長
沙
王
司
馬
乂
、
河
間
王
司
馬
顒
と
と
も
に

こ
れ
に
呼
応
し
て
挙
兵
し
、
司
馬
倫
を
殺
害
し
た
後
、
鄴
に
戻
っ
た
。
司
馬
冏
は

恵
帝
を
復
位
さ
せ
て
実
権
を
掌
握
し
た
が
、
司
馬
穎
・
司
馬
顒
・
司
馬
乂
は
再
び

決
起
し
て
司
馬
冏
を
殺
害
し
た
。
更
に
司
馬
穎
・
司
馬
顒
は
司
馬
乂
を
攻
め
、
東

海
王
司
馬
越
が
司
馬
乂
を
捕
ら
え
、
司
馬
顒
の
配
下
が
司
馬
乂
を
殺
害
し
た
。
司

馬
穎
が
政
治
を
牛
耳
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
司
馬
越
と
予
章
王
司
馬
熾
（
後
の
懐

帝
）
が
司
馬
穎
に
対
抗
し
、
司
馬
穎
軍
に
攻
め
ら
れ
た
幽
州
都
督
王
浚
が
并
州
刺

史
司
馬
騰
と
と
も
に
鄴
を
攻
略
し
た
。
司
馬
穎
は
司
馬
顒
を
頼
っ
た
が
、
司
馬
越

は
司
馬
顒
軍
を
壊
滅
さ
せ
、
司
馬
穎
は
范
陽
王
司
馬
虓
に
捕
ら
え
ら
れ
て
死
ん
だ
。 

『
晋
書
』
成
都
王
穎
伝
に
よ
れ
ば
、
司
馬
穎
は
長
沙
王
を
攻
め
滅
ぼ
し
て
鄴
に

戻
っ
た
後
に
丞
相
を
拝
命
し
、
更
に
司
馬
顒
の
上
表
に
よ
っ
て
皇
太
弟
に
ま
で
な

っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
司
馬
穎
が
順
調
に
権
勢
を
得
て
い
る
か
に
見
え
た
頃
、

不
思
議
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
鄴
の
城
壁
の
内
外
両
側
に
軍
隊
を
配
備
し
た
と
こ
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一
四

ろ
、
夜
に
な
っ
て
、
お
そ
ら
く
兵
士
た
ち
が
休
息
す
る
た
め
に
矛
を
城
壁
に
立
て

掛
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
矛
が
怪
光
を
放
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
成
都
王
は

こ
れ
を
政
庁
の
高
台
か
ら
見
下
ろ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
重
の
光
の
輪
が
鄴
を
取

り
囲
ん
で
い
る
の
が
見
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
兵
士
た
ち
の
所
ま
で
行
っ
て

確
認
す
る
と
、
そ
ん
な
光
は
な
か
っ
た
。
干
宝
は
こ
れ
を
成
都
王
が
滅
び
る
前
兆

と
す
る
が
、
陰
陽
五
行
に
よ
る
解
釈
を
行
っ
て
は
い
な
い
。
火
が
盛
ん
に
燃
え
て

い
る
よ
う
に
見
え
て
実
は
幻
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
成
都
王
の
勢
い
が
一
時
的

に
盛
ん
だ
が
長
続
き
し
な
い
こ
と
の
象
徴
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ

の
解
釈
の
根
拠
と
な
る
も
の
を
文
中
に
求
め
れ
ば
、
火
が
「
無
い
」
と
い
う
意
味

と
、
成
都
王
が
「
滅
び
る
」
と
い
う
意
味
と
が
、
と
も
に
「
亡
」
の
字
で
表
現
で

き
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
陰
陽
五
行
と
は
無
関
係
の
言
語
的
一
致
で
あ
る
。

矛
に
見
え
た
光
を
「
火
光
」
と
記
し
な
が
ら
五
行
に
よ
る
解
釈
を
行
わ
な
い
の
は
、

甚
だ
不
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
。 

も
う
一
つ
、
例
を
挙
げ
よ
う
。 

漢
成
帝
建
始
四
年
九
月
、
長
安
城
南
有
鼠
銜
黄
蒿
柏
葉
、
上
民
冢
柏
及
楡
樹

上
、
為
巣
。
桐
柏
尤
多
。
巣
中
無
子
、
皆
有
乾
鼠
矢
数
十
。
時
議
臣
以
為
「
恐

有
水
害
。
」
鼠
、
盗
窃
小
虫
、
夜
出
昼
匿
。
今
正
昼
、
去
穴
而
登
木
。
象
賎

人
将
居
貴
顕
之
位
也
。
桐
柏
、
衛
思
后
園
所
在
也
。
其
後
、
趙
后
自
微
賎
登

至
尊
。
与
衛
后
同
類
。
趙
后
終
無
子
而
為
害
。
（
第
一
三
四
条

（
23
）

） 

＊
「
成
帝
」
以
下
は
『
漢
書
』
五
行
志
か
ら
の
転
載
で
あ
る
。
五
行
志
は
「
正
」

が
な
い
。 

前
漢
末
期
の
成
帝
建
始
四
年
九
月
、
長
安
の
南
で
鼠
た
ち
が
黄
色
い
よ
も
ぎ

や
柏
の
葉
を
く
わ
え
て
民
間
の
墓
地
の
柏
や
楡
の
樹
に
上
り
巣
を
作
っ
た
。

巣
を
作
ら
れ
た
樹
は
桐
と
柏
が
特
に
多
か
っ
た
。
そ
の
巣
で
は
子
は
生
ま
れ

ず
、
い
ず
れ
も
乾
い
た
糞
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
た
。
当
時
、
議
臣
は
「
き

っ
と
水
害
が
起
こ
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
た
。
鼠
は
盗
み
を
は
た
ら
く
卑
小
な

生
き
物
で
あ
り
、
夜
に
出
て
き
て
昼
間
は
人
目
に
つ
か
ぬ
よ
う
隠
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
昼
間
か
ら
穴
か
ら
出
て
木
に
登
っ
た
。
こ
れ
は
卑
賎
の
人
が
高
位

に
上
る
こ
と
を
示
す
前
兆
で
あ
る
。
桐
・
柏
は
、
衛
后
の
墓
所
の
地
名
（
桐

柏
）
と
一
致
す
る
。
そ
の
後
、
趙
后
が
卑
賎
の
身
か
ら
最
高
位
に
上
っ
た
。

衛
后
と
同
様
で
あ
る
。
趙
后
は
男
子
を
産
む
こ
と
な
く
死
に
追
い
や
ら
れ
た
。 

衛
后
は
前
漢
の
武
帝
の
皇
后
で
あ
る
。
歌
手
を
し
て
い
た
の
を
武
帝
に
見
初
め

ら
れ
、
太
子
拠
を
生
ん
だ
。
武
帝
が
病
気
に
な
っ
た
際
、
拠
が
武
帝
に
呪
い
を
か

け
た
と
い
う
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
拠
は
処
刑
を
恐
れ
て
決
起
し
た
が
、
拠
も
衛
后

も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
。
後
に
、
拠
を
嫌
っ
た
権
臣
の
陰
謀
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
こ
の
事
件
を
巫
蠱
の
獄
と
言
う
。
そ
し
て
、
成
帝
の
時
に
も
衛
后
に
似

た
運
命
を
辿
っ
た
者
が
い
た
。
成
帝
の
皇
后
、
趙
后
で
あ
る
。
舞
の
名
手
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
成
帝
に
見
初
め
ら
れ
た
が
、
男
児
が
生
ま
れ
ず
、
成
帝
の
没
後
、
王
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一
五

莽
に
地
位
を
剥
奪
さ
れ
て
自
殺
し
た
。
こ
の
解
釈
に
は
複
数
の
原
理
が
組
み
合
わ

さ
れ
て
い
る
。
鼠
の
生
態
を
人
間
の
身
分
に
重
ね
合
わ
せ
る
観
念
上
の
一
致
、
木

の
名
と
地
名
の
言
語
的
一
致
、
衛
后
と
趙
后
の
境
遇
の
類
似
、
鼠
も
趙
后
も
子
を

生
ま
な
か
っ
た
と
い
う
単
純
な
一
致
で
あ
る
。
あ
れ
も
こ
れ
も
と
手
当
た
り
次
第

に
積
み
重
ね
た
観
が
あ
る
が
、
陰
陽
五
行
と
は
無
関
係
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。 

干
宝
は
前
兆
は
す
べ
て
陰
陽
五
行
に
よ
っ
て
判
断
で
き
る
と
す
る
理
論
を
提
示

し
、
実
際
に
陰
陽
五
行
に
基
く
前
兆
解
釈
も
行
っ
て
い
る
が
、
陰
陽
五
行
に
固
執

す
る
こ
と
な
く
、
様
々
な
一
致
や
類
似
を
根
拠
と
す
る
解
釈
を
も
提
示
し
て
い
る
。

そ
の
思
考
法
は
十
分
に
演
繹
的
と
は
言
い
難
い
。
未
来
を
知
る
こ
と
へ
の
希
求
が

切
実
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
手
段
を
選
ん
で
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

結
果
、
雑
多
な
内
容
が
詰
め
込
ま
れ
た
が
、
こ
れ
は
『
捜
神
記
』
に
限
っ
た
こ
と

で
は
な
い
。
『
漢
書
』
『
続
漢
書
』
の
五
行
志
も
そ
の
名
に
反
し
て
陰
陽
五
行
と

無
関
係
な
記
載
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
干
宝
は
そ
れ
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
。 

干
宝
の
前
兆
観
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
や
は
り
思
考
の
分
化
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
怪
異
情
報
の
収
集
に
お
い
て
、
干
宝
の
思
考
は
事
実
を
客
観
的
に
確
定

し
よ
う
と
す
る
方
向
と
、
客
観
的
に
確
定
さ
れ
な
い
神
秘
的
原
理
の
実
在
を
信
じ

る
方
向
と
に
分
化
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
前
兆
と
い
う
現
象
に
対
し
て
も
、
陰
陽

五
行
に
よ
る
統
一
的
理
論
を
あ
ら
ゆ
る
前
兆
に
演
繹
す
る
方
向
と
、
理
論
的
統
一

を
棚
上
げ
し
て
で
も
前
兆
と
お
ぼ
し
き
現
象
を
博
捜
す
る
方
向
に
分
化
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
理
論
的
統
一
を
貫
徹
す
る
た
め
に
は
理
論
に
合
致
し
な
い
事
象
を
「
迷

信
」
と
し
て
斥
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
干
宝
に
と
っ
て
理
論
的
統
一
は
そ
の

よ
う
な
切
り
捨
て
を
行
っ
て
ま
で
貫
徹
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
か

っ
た

（
24
）

。
干
宝
の
思
考
は
客
観
性
重
視
か
主
体
性
重
視
か
、
理
論
重
視
か
事
象
重
視

か
と
い
う
分
岐
点
に
立
っ
て
、
そ
の
両
立
の
困
難
を
体
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

よ
り
包
括
的
な
理
論
体
系
が
成
立
す
る
以
前
の
過
渡
的
な
有
様
と
も
言
え
る
が
、

可
能
な
限
り
多
様
な
事
象
を
包
括
し
よ
う
と
拡
張
し
て
い
く
思
考
の
普
遍
的
な
姿

と
見
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 〔
注
〕 

(

１) 

干
宝
は
し
ば
し
ば
東
晋
の
人
と
さ
れ
る
が
、
『
晋
書
』
干
宝
伝
に
よ
れ
ば
、
杜
弢

の
乱
よ
り
も
前
に
著
作
郎
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
西
晋
の
時
す
で
に
仕
え
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
多
賀
浪
砂
『
干
宝
『
捜
神
記
』
の
研
究
』
（
近
代

文
芸
社 

一
九
九
四
年
）
の
あ
と
が
き
に
「
干
宝
は
西
晋
の
中
期
か
ら
末
期
に
か

け
て
生
存
し
た
。
」
と
あ
る
の
は
事
実
誤
認
で
あ
る
。
『
晋
書
』
礼
志
に
「
太
興

初
、
著
作
郎
干
宝
論
之
」
と
あ
り
、
干
宝
伝
に
「
中
興
草
創
」
「
元
帝
納
焉
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
干
宝
が
東
晋
に
仕
え
た
こ
と
も
確
実
で
あ
る
。 

(
２) 

多
賀
前
掲
書
の
「
Ⅴ 

類
書
に
引
か
れ
た
『
捜
神
記
』
」
に
「
現
行
の
二
十
巻
本

『
捜
神
記
』
は
、
六
朝
期
に
干
宝
が
著
録
し
た
『
捜
神
記
』
の
原
著
そ
の
ま
ま
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
中
略
）
し
か
し
『
捜
神
記
』
原
著
が
散
佚
し
て
い
る
今
、

明
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
捜
神
記
』
に
一
応
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
以
下
現
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一
六

行
の
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
を
原
著
と
仮
定
し
て
論
を
進
め
る
。
」
と
あ
る
が
、

非
現
実
と
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
論
に
は
致
命
的
欠
陥
が
あ
る
と
言
う
ほ
か
な
い
。 

(

３) 

周
家
禄
『
晋
書
校
勘
記
』
は
下
文
所
引
の
王
導
の
疏
の
中
に
「
佐
著
作
郎
」
と
あ

る
の
を
証
拠
と
し
て
、
干
宝
は
著
作
郎
で
は
な
く
佐
著
作
郎
で
あ
っ
た
と
す
る
。

小
南
一
郎
「
干
宝
「
捜
神
記
」
の
編
纂(

上)

」
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
東

方
学
報
』
第
六
十
九
冊 
一
九
九
七
年
）
、
先
坊
幸
子
・
森
野
繁
夫
編
『
干
寶 

捜

神
記
』
（
白
帝
社 

二
〇
〇
四
年
）
は
こ
れ
に
従
う
。
し
か
し
、
『
晋
書
』
の
礼

志
・
華
軼
伝
・
郭
璞
伝
の
計
三
箇
所
に
「
著
作
郎
干
宝
」
と
あ
る
か
ら
、
干
宝
が

著
作
郎
と
な
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
特
に
礼
志
に
は
「
太
興
初
、
著
作
郎
干

宝
」
と
あ
り
、
王
導
の
上
疏
の
直
後
の
時
期
に
干
宝
が
著
作
郎
で
あ
っ
た
こ
と
も

確
認
で
き
る
。
下
文
の
「
佐
著
作
郎
」
こ
そ
誤
り
で
あ
ろ
う
。
李
剣
国
輯
校
『
新

輯
捜
神
記
』
（
中
華
書
局
古
体
小
説
叢
刊 

二
〇
〇
七
年
）
の
前
言
を
参
照
。 

(

４) 

「
当
時
」
は
、
小
南
前
掲
論
文(

上)

が
「
そ
の
時
代
を
生
き
た
人
々
」
と
訳
す
の

が
正
し
く
、
先
坊
・
森
野
前
掲
書
が
「
当
時
の
書
物
」
と
訳
す
の
は
誤
り
で
あ
る
。

「
収
遺
逸
於
当
時
」
は
上
の
「
考
先
志
於
載
籍
」
と
対
句
に
な
っ
て
お
り
、
か
つ

こ
の
対
句
は
下
文
の
「
綴
片
言
於
残
闕
、
訪
行
事
於
故
老
」
と
照
応
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
載
籍
」
か
ら
知
ら
れ
る
「
先
志
」
が
書
物
に
記

載
さ
れ
た
記
録
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
当
時
」
か
ら
知
ら
れ
る
「
遺
逸
」
は
書
物

に
載
っ
て
い
な
い
比
較
的
最
近
の
出
来
事
を
さ
す
。 

(

５) 

『
春
秋
』
桓
公
十
六
年
の
「
衛
公
朔
出
奔
斉
（
衛
公
朔
が
斉
に
出
奔
し
た
）
」
に

つ
い
て
『
左
氏
伝
』
『
公
羊
伝
』
『
穀
梁
伝
』
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
原
因
を
挙
げ

て
い
る
。
干
宝
は
『
春
秋
左
氏
義
外
伝
』
を
著
し
た
こ
と
か
ら
『
春
秋
』
三
伝
の

う
ち
『
左
氏
伝
』
を
最
も
重
視
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
と
下
の
「
子

長
存
其
両
説
」
の
意
味
か
ら
考
え
て
、
「
二
伝
互
其
所
聞
」
と
は
『
公
羊
伝
』
と

『
穀
梁
伝
』
が
そ
れ
ぞ
れ
『
左
氏
伝
』
と
異
な
る
見
解
を
載
せ
て
い
る
と
い
う
意

味
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
で
な
い
と
し
た
ら
、
「
二
伝
」
は
「
三
伝
」
の
誤
り

で
あ
ろ
う
。 

(

６) 

孫
詒
讓
『
周
禮
正
義
』
秋
官
士
師
に
「
行
事
猶
云
往
事
（
行
事
と
は
往
事
と
言
う

の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
行
」
に
は
「
伝
搬
」
の
意
味
も

あ
る
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
二
十
五
年
に
「
言
之
無
文
、
行
而
不
遠
（
文
章
化

さ
れ
な
い
言
葉
は
長
く
は
伝
わ
ら
な
い
）
」
と
あ
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。 

(

７) 

雁
木
誠
「
『
捜
神
記
』
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
─
淳
于
智
故
事
を
例
と
し
て
─
」

（
九
州
大
学
中
国
文
学
会
『
中
国
文
学
論
集
』
第
三
十
九
号 

二
〇
一
〇
年
）
は

『
捜
神
記
』
序
の
「
及
其
著
述
、
亦
足
以
明
神
道
之
不
誣
也
。
」
に
つ
い
て
「
集

め
ら
れ
た
多
く
の
記
事
が
ま
や
か
し
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
撰
者
干
宝

自
身
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
る
。
こ
こ
よ
り
、
干
宝
自
身
が
収
集
し
た
記
事
が
持
つ

性
格
は
、
あ
く
ま
で
も
嘘
偽
り
で
な
い
、
彼
の
中
で
は
紛
れ
も
な
い
真
実
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
」
と
す
る
が
、
『
捜
神
記
』
序
は
収
録
し
た
記
事
が
す
べ

て
「
紛
れ
も
な
い
真
実
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

(

８)  

小
南
一
郎
「
干
宝
「
捜
神
記
」
の
編
纂(

下)

」
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
東

方
学
報
』
第
七
十
冊 

一
九
九
八
年
）
に
「
鬼
神
出
没
の
事
例
を
集
め
て
無
鬼
論

に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
干
宝
が
、
そ
う
し
た
記
録
が
ど
こ
ま
で
信
じ
ら
れ
る
の
か

と
い
う
疑
問
を
呈
す
る
の
は
、
み
ず
か
ら
の
議
論
の
根
拠
を
掘
り
崩
す
も
の
だ
と

も
言
え
よ
う
」
と
あ
る
の
は
的
確
な
指
摘
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
け
て
「
そ
う
で
あ

り
な
が
ら
も
、
記
録
の
信
憑
性
に
つ
い
て
、
厳
密
な
検
討
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
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一
七

る
こ
と
は
、
歴
史
家
と
し
て
の
干
宝
の
真
摯
さ
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
ま

た
、
無
鬼
論
と
の
論
争
と
い
う
表
面
的
な
目
的
を
越
え
て
、
鬼
神
が
存
在
す
る
こ

と
の
意
味
を
、
確
か
な
事
実
に
拠
り
つ
つ
探
求
し
た
い
と
い
う
の
が
、
干
宝
自
身

の
切
実
な
欲
求
で
も
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
」
と
す
る
の
も
お
お
む
ね
妥
当
で
は
あ

る
。
た
だ
し
、
鬼
神
が
存
在
す
る
と
信
じ
る
こ
と
と
、
確
か
な
事
実
に
拠
り
つ
つ

探
求
す
る
こ
と
と
は
、
本
人
の
切
実
な
欲
求
に
お
い
て
は
一
体
不
可
分
で
あ
っ
て

も
、
知
的
方
向
性
と
し
て
は
矛
盾
を
は
ら
む
こ
と
を
見
落
と
す
べ
き
で
は
な
い
。

ま
た
、
「
確
か
な
事
実
に
拠
り
つ
つ
探
求
」
し
た
の
だ
と
い
う
自
己
言
及
も
ま
た

批
判
を
封
じ
る
性
質
を
持
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
論
争
と
い
う
目
的
を
越
え
て
い
る

と
ま
で
は
言
い
難
い
。 

(

９) 

干
宝
が
無
鬼
を
説
く
清
談
派
を
批
判
す
る
側
に
属
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

小
南
前
掲
論
文(

上)

に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 

(

10) 

『
漢
書
』
楚
元
王
伝
の
引
用
に
よ
り
「
凶
」
の
字
を
補
っ
た
。
杜
預
『
春
秋
経
伝

集
解
』
に
も
「
祥
、
吉
凶
之
先
見
者
。
」
と
あ
り
、
漢
晋
の
間
に
「
凶
」
の
字
の

あ
る
本
文
が
通
行
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。 

(

11) 

小
南
前
掲
論
文(

下)

に
「
「
易
」
の
彖
伝
は
、
天
の
神
道
を
観
察
し
、
そ
の
法
則

を
遵
守
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
統
治
者
は
政
治
教
化
を
行
う
の
だ
と
だ
け
言
っ
て
、

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
な
に
も
言
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し

て
、
干
宝
は
、
神
道
の
領
域
に
ま
で
探
求
を
進
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
将
来
の
禍

と
福
と
が
察
知
で
き
る
と
す
る
。
天
の
法
則
と
し
て
の
神
道
が
、
将
来
の
禍
福
を

察
知
す
る
と
い
う
項
目
を
介
し
て
、
実
際
の
政
治
教
化
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
す

る
と
こ
ろ
に
、
干
宝
の
神
道
観
の
特
徴
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
」
と
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
神
道
観
は
観
卦
彖
伝
の
「
神
道
」
に
繫
辞
伝
の
「
神
」
の
概
念
規
定
を

適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ず
と
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
干
宝
個
人
の

特
徴
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。 

(

12) 

小
南
前
掲
論
文(

下)

は
二
十
巻
本
第
一
〇
二
条
の
「
五
事
」
に
つ
い
て
「
五
行
に

対
応
す
る
統
治
者
の
五
つ
の
態
度
（
貌
・
言
・
視
・
聴
・
思
）
を
指
し
て
言
い
、

そ
れ
が
道
か
ら
は
ず
れ
る
と
き
、
妖
怪
現
象
が
出
現
す
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
」

と
説
明
す
る
。
こ
れ
は
『
漢
書
』
等
の
五
行
志
に
お
け
る
五
事
の
位
置
付
け
を
踏

ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
〇
二
条
は
妖
怪
現
象
を
「
精
気
之
依
物
」

と
し
て
お
り
、
統
治
者
の
態
度
が
道
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
を
妖
怪
現
象
の
原
因
と

す
る
よ
う
な
天
譴
説
的
観
念
に
基
づ
く
と
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
同
論

文
は
二
十
巻
本
第
一
三
一
条
の
干
宝
の
結
語
の
「
人
妖
将
来
之
応
（
人
間
の
異
変

は
い
ず
れ
起
こ
る
は
ず
の
事
件
に
対
応
す
る
予
兆
で
あ
る
）
」
と
い
う
句
も
「
人

妖
事
件
が
、
天
が
発
し
た
将
来
へ
の
警
告
で
あ
る
」
と
解
釈
す
る
が
、
こ
の
句
か

ら
「
天
が
発
し
た
警
告
」
と
い
う
天
譴
説
的
観
念
を
読
み
取
る
の
も
同
様
に
疑
問

の
余
地
が
あ
る
。
『
捜
神
記
』
は
多
様
な
記
事
を
収
録
し
て
い
る
か
ら
、
天
譴
説

的
観
念
に
関
連
す
る
内
容
も
含
む
が
、
こ
れ
と
干
宝
自
身
の
思
想
を
関
連
づ
け
る

こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

(

13) 

多
賀
前
掲
書
「
『
捜
神
記
』
の
二
十
巻
本
と
八
巻
本
」
は
『
捜
神
記
』
二
十
巻
本

を
「
良
吏
干
宝
の
哀
し
い
撰
集
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
す
る
が
、
『
捜
神

記
』
は
神
秘
的
な
道
理
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
の
事
に
適
切
に
対
処
で

き
る
と
い
う
考
え
に
貫
か
れ
た
書
物
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
「
哀
し
い
」
と
形
容
す

る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。 

(

14) 

こ
の
条
は
『
法
苑
珠
林
』
に
引
用
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
春
」
が
無
い
。
李
氏

前
掲
書
は
「
春
」
を
二
十
巻
本
の
編
者
が
『
続
漢
書
』
に
よ
っ
て
竄
入
し
た
と
す
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一
八

る
が
、
こ
の
部
分
は
『
続
漢
書
』
か
ら
の
転
載
で
あ
っ
て
、
『
法
苑
珠
林
』
の
引

用
に
脱
字
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
『
法
苑
珠
林
』
に
拠
っ
て
冒
頭

に
「
漢
」
を
、
「
二
儀
」
の
下
に
「
之
体
也
」
を
補
い
、
「
相
」
を
「
傷
」
に
、

「
極
」
を
「
至
」
に
改
め
た
。
ま
た
、
汪
氏
・
李
氏
の
校
訂
に
従
っ
て
「
乗
」
を

「
黍
」
に
改
め
た
。 

(

15) 

底
本
は
「
為
上
」
の
下
に
「
厥
妖
人
復
生
」
の
五
字
が
あ
る
が
、
李
前
掲
書
に
従

っ
て
削
除
し
た
。 

(

16) 

こ
の
条
は
『
法
苑
珠
林
』
に
引
用
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
占
曰
」
以
下
が
無
い
。

李
前
掲
書
は
こ
れ
を
二
十
巻
本
の
編
者
が
『
続
漢
書
』
五
行
志
の
記
述
に
よ
っ
て

竄
入
し
た
と
す
る
が
、
こ
の
条
は
『
続
漢
書
』
か
ら
の
転
載
で
あ
り
、
か
つ
「
占

曰
」
以
下
が
無
け
れ
ば
前
兆
の
分
析
と
な
ら
な
い
か
ら
、
原
著
に
あ
っ
た
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ
る
。 

(

17) 

こ
の
条
は
『
法
苑
珠
林
』
に
引
用
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
自
相
生
之
象
一
曰
」

の
七
字
が
無
い
。
李
前
掲
書
は
こ
れ
を
二
十
巻
本
の
編
者
が
『
漢
書
』
五
行
志
に

よ
っ
て
竄
入
し
た
と
す
る
が
、
こ
の
条
は
『
続
漢
書
』
か
ら
の
転
載
で
あ
り
、
か

つ
「
自
相
生
之
象
」
が
無
け
れ
ば
「
生
一
子
」
の
解
釈
が
欠
け
る
こ
と
に
な
り
、

「
一
曰
」
が
無
け
れ
ば
二
説
を
混
同
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
当
然
原
著
に
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
『
法
苑
珠
林
』
に
拠
っ
て
冒
頭
に
「
漢
」
を
補
っ
た
。 

(

18) 

な
お
、
『
続
漢
書
』
五
行
志
は
「
封
」
の
下
に
「
于
」
が
あ
る
。
『
法
苑
珠
林
』

に
拠
っ
て
冒
頭
に
「
漢
」
を
補
っ
た
。 

(

19) 

こ
の
条
は
『
法
苑
珠
林
』
に
引
用
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
太
康
四
年
の
別
の
怪
異

に
続
け
て
書
か
れ
、
こ
の
条
の
部
分
は
「
至
六
年
」
で
始
ま
る
。
こ
れ
に
拠
っ
て

底
本
の
「
七
」
を
「
六
」
に
改
め
た
。
李
前
掲
書
は
同
じ
太
康
年
間
の
事
だ
か
ら

干
宝
は
一
つ
の
条
に
書
い
た
の
だ
と
す
る
が
、
疑
わ
し
い
。
『
法
苑
珠
林
』
の
引

用
で
は
、
太
康
四
年
の
怪
異
は
何
の
前
兆
か
分
析
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
六
年
の

怪
異
と
扱
い
が
明
ら
か
に
異
な
る
。
『
初
学
記
』
『
太
平
御
覧
』
は
四
年
の
怪
異

の
み
を
載
せ
、
『
晋
書
』
『
宋
書
』
の
五
行
志
は
二
つ
を
別
々
に
載
せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
原
著
が
二
つ
を
一
つ
の
条
に
並
記
し
て
い
た
と

は
断
定
し
難
い
。
底
本
は
冒
頭
に
「
晋
」
が
あ
る
が
、
晋
人
が
こ
の
よ
う
に
書
く

の
は
お
か
し
い
の
で
削
除
し
た
。 

(

20) 

『
太
平
御
覧
』
『
宋
書
』
『
晋
書
』
に
拠
っ
て
底
本
の
「
五
佩
兵
」
を
「
五
兵
佩
」

に
改
め
た
。
『
宋
書
』
『
晋
書
』
に
拠
っ
て
底
本
の
「
食
」
を
「
物
」
に
改
め
、

「
異
等
」
の
下
に
「
贄
幣
不
同
」
を
補
っ
た
。
『
宋
書
』
に
拠
っ
て
「
遂
」
の
上

の
「
於
是
」
を
削
除
し
、
「
蓋
」
を
「
又
」
に
、
「
甚
者
」
を
「
大
」
に
改
め
、

末
尾
に
「
終
以
兵
失
天
下
」
を
補
っ
た
。
底
本
は
冒
頭
に
「
晋
」
が
あ
る
が
削
除

し
た
。
注(

19)

参
照
。 

(

21) 

「
長
沙
」
に
つ
い
て
、
竹
田
晃
訳
『
捜
神
記
』
（
平
凡
社
東
洋
文
庫 

一
九
六
四

年
）
、
張
覚
訳
『
白
話
捜
神
記
』
（
岳
麓
書
社
古
典
名
著
全
訳
読
本 

一
九
九
一

年
）
、
張
甦
・
陳
体
津
・
張
覚
編
著
『
全
本
捜
神
記
評
釈
』
（
学
林
出
版
社 

一

九
九
四
年
）
、
先
坊
・
森
野
前
掲
書
は
地
名
と
し
、
黄
滌
明
訳
注
『
捜
神
記
全
訳
』

（
貴
州
人
民
出
版
社
中
国
歴
代
名
著
全
訳
叢
書 

一
九
九
一
年
）
、
黄
鈞
注
訳
『
新

訳
捜
神
記
』
（
三
民
書
局
古
籍
今
注
新
訳
叢
書 

一
九
九
六
年
）
、
何
意
華
・
汪

有
源
・
曽
令
先
注
訳
『
捜
神
記(

白
話
挿
図
本)

』
（
重
慶
出
版 

二
〇
〇
八
年
）
、

馬
銀
琴
・
周
広
荣
訳
注
『
捜
神
記
』
（
中
華
書
局
中
華
経
典
蔵
書 

二
〇
〇
九
年
）

は
長
沙
王
と
す
る
。
『
晋
書
』
に
は
司
馬
穎
が
長
沙
に
進
攻
し
た
と
す
る
記
載
は

な
く
、
司
馬
穎
が
司
馬
乂
と
戦
っ
た
時
の
記
録
と
し
て
長
沙
王
乂
伝
に
「
顒
遂
与
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一
九

穎
同
伐
京
都
（
顒
は
そ
こ
で
穎
と
と
も
に
都
を
攻
撃
し
た
）
」
、
成
都
王
穎
伝
に

「
於
是
進
攻
京
城
（
そ
こ
で
都
ま
で
進
攻
し
た
）
」
と
あ
る
か
ら
、
司
馬
穎
と
司

馬
乂
の
戦
い
は
専
ら
洛
陽
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
成
都
王
穎
伝
に

は
更
に
「
穎
既
入
京
師
、
複
旋
鎮
於
鄴
。
（
穎
は
都
に
入
っ
て
か
ら
、
再
び
鄴
に

戻
っ
て
拠
点
と
し
た
。
）
」
と
い
う
記
載
も
あ
り
、
司
馬
乂
の
死
後
に
司
馬
穎
が

都
か
ら
鄴
に
戻
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
、
長
沙
王
と
す
る
の
が
正
し

い
。
た
だ
し
、
成
都
王
穎
伝
は
、
矛
に
火
の
よ
う
な
光
が
見
え
た
の
を
、
司
馬
穎

が
鄴
か
ら
朝
歌
ま
で
進
軍
し
た
時
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
洛
陽
に
着
く
以
前
の
こ
と

と
し
て
お
り
、
『
捜
神
記
』
と
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。 

(

22) 

こ
の
条
は
『
太
平
御
覧
』
に
引
用
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
光
」
「
視
」
「
其
後

終
以
敗
亡
」
が
無
い
。
李
前
掲
書
は
こ
れ
ら
を
二
十
巻
本
の
編
者
が
『
宋
書
』
『
晋

書
』
の
五
行
志
に
よ
っ
て
竄
入
し
た
と
し
て
削
除
す
る
が
、
『
宋
書
』
『
晋
書
』

の
記
述
も
『
捜
神
記
』
を
参
照
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
『
太
平
御
覧
』
の
引
用

に
脱
字
が
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
特
に
「
視
」
を
含
む
句
は
上
の
句
と

対
に
な
っ
て
お
り
、
「
視
」
が
無
け
れ
ば
整
わ
な
い
。
「
其
後
終
以
敗
亡
」
が
無

け
れ
ば
前
兆
の
分
析
と
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
も
原
著
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自

然
で
あ
る
。
底
本
は
冒
頭
に
「
晋
」
が
あ
る
が
削
除
し
た
。
注(

19)

参
照
。 

(

23) 

『
漢
書
』
五
行
志
に
拠
っ
て
底
本
の
「
藁
」
を
「
蒿
」
に
、
「
為
」
を
「
尤
」
に
、

「
升
」
を
「
十
」
に
、
「
占
」
を
「
位
也
」
に
改
め
た
。 

(

24) 

多
賀
前
掲
書
「
Ⅵ 

妖
怪
と
合
理
」
は
二
十
巻
本
第
四
四
〇
条
・
第
四
四
四
条
・

第
四
四
五
条
に
つ
い
て
「
作
者
は
五
行
等
の
、
あ
る
意
味
で
は
非
合
理
的
な
話
柄

を
肯
定
し
つ
つ
も
、
そ
の
一
方
、
こ
れ
ら
の
合
理
的
精
神
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
話
柄

も
又
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
前
近
代
の
思
考

の
枠
組
を
非
合
理
と
決
め
つ
け
、
俗
信
の
打
破
を
合
理
的
精
神
と
讃
え
る
多
賀
氏

の
姿
勢
は
、
近
代
に
特
有
の
啓
蒙
主
義
と
科
学
主
義
を
無
批
判
的
に
対
象
に
押
し

付
け
る
も
の
で
し
か
な
い
。 

  

〔
付
記
〕 

本
稿
は
二
〇
一
〇
年
度
に
本
学
の
助
成
を
受
け
た
研
究
の
成
果
発
表
で
あ
る
。 

         


